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静
岡
県
の
熱
海
市
で
発
生
し
ま
し
た
大
規
模
な
土
石
流
や
列
島
の
各
地

を
襲
っ
た
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
家
屋
の
浸
水
、
土
砂
災
害

に
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
長
期
に
亘
り
行
動
抑
制

の
要
請
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
早
く
収
束
し
て
活
気
に
満
ち
た
日
常
生
活

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
笠
間
焼
は
益
子
焼
と
共
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
笠
間
稲
荷
美
術
館
で
は
特
別
展
「
笠
間
焼
き
物
語
」
を
開

催
し
、
多
く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

当
美
術
館
は
先
代
宮
司
が
笠
間
焼
と
い
う
伝
統
文
化
の
保
存
と
、
地
域

の
窯
業
振
興
、
人
々
の
生
活
の
質
的
向
上
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
開
館
し
た
も
の
で
、
こ
の
栄
誉
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

九
ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
歌
手
の
坂
本
九
さ
ん
は
笠
間
焼
を
と
て

も
好
ま
れ
、
ご
参
拝
後
は
焼
き
物
作
り
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
こ
と

が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

笠
間
焼
は
江
戸
中
期
に
始
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
は
稲
荷
信
仰
が
い

ち
段
と
高
ま
り
、
広
が
り
を
見
せ
た
時
代
で
、
歴
代
の
笠
間
藩
主
は
い
ず

れ
も
笠
間
稲
荷
を
篤
く
信
仰
し
て
、
社
地
社
殿
を
拡
張
し
た
り
、
祈
願
所

と
し
て
定
め
て
境
内
地
や
祭
器
具
な
ど
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。
焼
き
物
の

生
産
に
つ
い
て
は
藩
の
保
護
奨
励
の
下
で
振
興
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
は
地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
文
化
財
群
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

で
つ
な
い
で
、
日
本
の
再
発
見
を
す
る
た
め
に
文
化
庁
が
認
定
す
る
制
度

で
す
。
笠
間
と
益
子
が
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
「
か
さ
ま
し
こ
―
兄
弟
産
地

が
紡
ぐ
焼
き
物
語
」
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
か
さ
ま
し
こ
」
は
当
笠
間
市
と
隣
接
す
る
栃
木
県
の
益
子
町
の
焼
き
物

に
関
連
す
る
文
化
財
群
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
つ
に
笠
間
稲
荷
神
社

の
御
本
殿
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
遺
産
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
当
社

の
御
本
殿
に
も
た
く
さ
ん
の
物
語
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ペ
リ
ー
の
来
航
を
機
に
日
本
は
開
国
に
転
じ
、
日
米
修
好
通
商
条
約
を

締
結
し
、
そ
の
批
准
の
た
め
に
笠
間
藩
出
身
の
小
野
友
五
郎
を
航
海
長
と

す
る
咸
臨
丸
が
太
平
洋
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
代
に
、
笠
間
稲
荷

神
社
の
御
本
殿
が
再
建
さ
れ
、
当
時
の
名
匠
た
ち
に
よ
る
彫
刻
が
施
さ
れ

ま
し
た
。
蘭
亭
曲
水
の
図
、
三
頭
八
方
睨
み
の
龍
、
牡
丹
唐
獅
子
な
ど
で

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
本
殿
と
、
ご
参
拝
者
が
お
参
り
を
さ
れ
ま
す
拝
殿
は
石
の
間

と
呼
ば
れ
る
、
神
前
に
お
供
え
物
を
す
る
幣
殿
で
つ
な
が
っ
て
い
る
権
現

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
築
様
式
は
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、

豊
臣
秀
吉
の
豊
国
廟
や
東
照
大
権
現

4

4

（
徳
川
家
康
）
を
祀
っ
た
東
照
宮
が
採

用
し
て
以
来
多
く
用
い
ら
れ
、
権
現

4

4

造
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秀
吉
も
家
康
も
稲
荷
社
を
厚
く
庇
護
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

中
国
の
書
聖
、
王お

う

羲ぎ

之し

は
蘭
亭
に
名
士
た
ち
を
招
い
て
曲
水
の
宴
を
開

き
ま
し
た
。
上
流
か
ら
流
れ
て
く
る
盃
が
自
分
の
手
前
に
来
る
ま
で
の
間

に
歌
を
詠
み
、
お
酒
を
飲
ん
だ
後
に
、
次
の
者
に
流
す
風
雅
な
遊
び
で
す
。

和
歌
は
当
社
の
御
祭
神
、
宇
迦
之
御
魂
神
の
父
神
で
あ
る
須
佐
之
男
命
が

日
本
で
初
め
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
お
酒
は
神
前
に
お
供
え
す
る
も
の
で

す
。
笠
間
稲
荷
の
大
神
様
が
食
物
を
司
る
命
の
根
の
神
様
で
あ
る
こ
と
を

考
え
ま
す
と
、
曲
水
は
山
か
ら
流
れ
て
来
る
川
で
、
田
を
潤
し
、
豊
作
を

ご
あ
い
さ
つ
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も
た
ら
し
て
く
れ
る
ご
神
徳
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
と
も
読
み
取
れ
ま
す
。

書
は
御
祭
神
に
奏
上
す
る
祝
詞
や
、
お
札
の
仕
立
て
、
御
朱
印
の
際
に
も

王お
う

羲ぎ

之し

の
よ
う
な
達
人
に
倣
い
、
心
を
こ
め
て
丁
寧
に
書
き
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　

龍
は
神
を
守
護
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
睨
み
を
き
か
せ
て

い
ま
す
が
、
空
を
飛
ん
で
雲
を
起
こ
し
、
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
か
ら
本
殿

を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
火
伏
せ
の
神
と
し
て
も

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
水
は
稲
を
育
て
る
の
に
も
、
ま
た
、
飲
み
水
と

し
て
も
命
を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。
中
国
で
は
、
龍
は
皇
帝
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
荷
大
神
様
の
正
一
位
と
い
う
最
高
位
の
神
階

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

獅
子
も
百
獣
の
王
と
し
て
聖
域
を
守
護
し
ま
す
し
、
牡
丹
は
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
、
百
花
の
王
と
し
て
神
前
に
飾
ら
れ
ま
す
。
花
言
葉
は
高
貴
で
、

丹
は
赤
を
意
味
し
ま
す
。
稲
荷
神
社
の
鳥
居
は
生
き
生
き
と
し
た
生
命
力

を
表
す
赤
色
で
、
魔
除
け
の
色
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

優
れ
た
測
量
技
術
を
持
っ
て
海
を
渡
っ
た
小
野
は
勝
海
舟
や
福
沢
諭
吉

を
し
の
ぐ
働
き
を
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
幼
少
の
頃

よ
り
学
問
の
向
上
を
願
い
当
社
に
お
参
り
を
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
し
、

海
は
禊
ぎ
を
す
る
場
で
も
あ
り
、
後
に
製
塩
業
を
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、

塩
は
お
清
め
や
神
事
に
関
わ
り
が
あ
り
、
深
い
ご
神
縁
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

  

ご
参
拝
者
の
皆
様
に
は
、
御
本
殿
の
精
巧
を
極
め
た
彫
刻
自
体
の
素
晴

ら
し
さ
に
加
え
て
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
大
神
様
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
物
語

性
を
味
わ
い
、
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

笠
間
稲
荷
神
社　

宮
司　

塙　

東
男　

御本殿

彫刻を手がけた三人の名匠
後藤　縫之助（ごとう　ぬいのすけ）
弥勒寺　音八（みろくじ　おとはち）
諸貫　万五郎（もろぬき　まんごろう）

三頭八方睨みの龍 牡丹唐獅子

蘭亭曲水の図
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令
和
三
年 

十
月

	

十
七
日	

神
嘗
奉
祝
祭

	

二
十
一
日	

尚
歯
祭

	

二
十
三
日	

菊
ま
つ
り
開
場
式

令
和
三
年 

十
一
月

	
三
日	

明
治
祭

	

十
五
日	
霜
月
祭

	

二
十
三
日	
新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

　
感
染
症
予
防
の
為
、
神
事
流
鏑
馬
は
斎
行
見
送
り

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
境
内
密
集
回
避
の
為
、
笠
間

示
現
流
居
合
抜
刀
術
奉
納
、
大
和
古
流
奉
納
も
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

　﹁
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）﹂
は
、
宮
中
に
お
い

て
そ
の
年
の
新
穀
を
神
々
に
供
え
る
と
共
に
、
天
皇

陛
下
が
そ
の
年
の
新
穀
を
初
め
て
召
し
上
が
ら
れ
る

祭
典
で
す
。
全
国
の
各
神
社
に
お
い
て
も
新
穀
を
神

前
に
供
え
祭
祀
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
社
で
は
、﹁
献

穀
献
繭
祭
﹂
と
称
し
、
新
穀
、
新
繭
が
神
前
に
供
え

ら
れ
る
他
に
、
献
穀
品
、
献
繭
品
の
品
評
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

令
和
三
年 

十
二
月

	

二
十
二
日	

御
火
焚
串
炎
上
祭

	

二
十
八
日	

鹿
島
祓

	

三
十
一
日	

大
祓
式

御
火
焚
串
炎
上
祭

　
御
火
焚
串
と
い
う
木
製
の
板
に
、
参
拝
者
自
身
が

住
所
・
氏
名
・
願
事
な
ど
を
記
入
し
神
前
に
奉
納
し

た
も
の
を
火
の
霊
力
に
よ
っ
て
罪
穢
れ
を
祓
い
、
願

意
成
就
・
無
病
息
災
・
除
災
招
福
を
祈
願
し
ま
す
。

　
毎
年
冬
至
の
日
に
積
み
上
げ
た
御
火
焚
串
に
点
火

し
、
御
火
焚
串
炎
上
祭
を
斎
行
致
し
ま
す
。

　
御
火
焚
串
は
境
内
に
て
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

（
初
穂
料
五
百
円
）

令
和
四
年 

一
月

	

一
日	

歳
旦
祭

	
三
日	

元
始
祭

	
五
日	

釿
始
祭

	

七
日	
昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

祭事予定
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十
日	

初
事
比
羅
祭	

〔
大
黒
天
〕

	

十
四
日	

尖
閣
諸
島
安
全
祈
願
祭

	

十
五
日	

古
札
炎
上
祭	

〔
特
設
会
場
〕

	

十
六
日	

初
甲
子
祭	

〔
大
黒
天
〕

	

二
十
二
日	

御
本
殿
畳
奉
納
奉
告
祭

	

二
十
五
日	

初
天
神
祭	

〔
菅
原
神
社
〕

	
三
十
一
日	

旧
大
祓
式

令
和
四
年 

二
月

	

一
日	
旧
歳
旦
祭

	

三
日	

節
分
追
儺
式

	

七
日	

北
方
領
土
返
還
祈
願
祭

	

八
日	

針
供
養
祭

	

十
日	

初
午
大
祭

	

十
一
日	

紀
元
祭

	

十
四
日	

祈
年
祭
・
初
穂
講
大
祭

	

二
十
三
日	

天
長
祭

令
和
四
年 

三
月

	

六
日	

旧
初
午
大
祭

	

二
十
一
日	

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

	

中
旬	

絵
馬
祭
・
絵
馬
炎
上
祭

令
和
四
年 

四
月

	

三
日	

神
武
天
皇
祭
遙
拝
式

	

九
日	

例
大
祭

	

二
十
九
日	

昭
和
祭

令
和
四
年 

五
月

	

十
日	

御
田
植
祭	

〔
御
神
饌
田
〕

	

下
旬	

講
社
大
祭

御
田
植
祭

　
稲
荷
神
社
御
神
饌
田
に
お
い
て
、
古
式
ゆ
か
し
く

御
田
植
祭
を
斎
行
し
ま
す
。

　
そ
の
年
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
稲
荷
の

大
神
様
に
毎
日
御
供
え
す
る
御み

け米
を
栽
培
す
る
稲
苗

の
植
付
け
の
神
事
で
あ
り
、
こ
の
祭
典
は
当
社
で
は

由
緒
あ
る
重
儀
と
し
て
厳
修
し
て
い
ま
す
。

令
和
四
年 

六
月

	

下
旬	

車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

	
	

　
　
　
　	

〔
外
苑
駐
車
場
〕

	
三
十
日	

夏
越
の
大
祓

	
	

茅
の
輪
く
ぐ
り

※�

感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

祭
典
の
斎
行
や
内
容
に
変
更
が

生
じ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界

的
規
模
で
蔓
延
し
、
祭
事
の
斎
行
や
御
崇
敬
者
の
皆

さ
ま
を
迎
え
る
に
あ
た
り
様
々
な
変
更
や
感
染
症
対

策
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
社
で
は
ご
来
社
の
皆
さ

ま
の
安
全
と
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
次
の
通
り
祭
事

の
変
更
や
縮
小
斎
行
、
や
む
を
得
ず
斎
行
見
送
り
と

致
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
（
令
和

二
年
十
一
月
～
令
和
三
年
十
月
迄
）。

　
令
和
三
年
正
月
は
境
内
で
の
密
集
を
避
け
る
た
め

分
散
参
拝
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、
境
内
各
所
消
毒

抗
菌
作
業
、
回
廊
臨
時
授
与
所
に
飛
沫
防
止
シ
ー
ト

を
設
置
し
、
奉
仕
者
は
マ
ス
ク
（
手
袋
）
を
着
用
、

参
道
で
は
間
隔
を
あ
け
た
立
ち
位
置
の
目
安
を
表

示
、
お
み
く
じ
所
に
手
指
消
毒
液
を
準
備
す
る
等
の

対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
三
が
日
の
参
拝
者
数
は
例
年
の
四
割
程
度

の
人
出
と
な
り
、
境
内
の
大
幅
な
混
雑
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
境
内
・
社
務
所
に
お
け
る
感
染
症
拡
大
予
防
の

た
め
引
き
続
き
次
の
通
り
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
四
年
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
春
初
祈

祷
の
事
前
申
込
み
や
郵
送
申
込
み
の
受
付
、
熊
手
・

破
魔
矢
・
干
支
土
鈴
な
ど
の
正
月
授
与
品
の
年
内
授

与
開
始
（
令
和
三
年
十
二
月
初
旬
よ
り
順
次
）
等
の

対
応
で
、
分
散
参
拝
に
よ
る
混
雑
緩
和
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

　
今
後
の
祭
事
に
関
し
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
に
安
心

し
て
ご
来
社
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
感
染
拡
大
状
況

に
応
じ
て
都
度
変
更
や
縮
小
、
制
限
等
対
策
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
新
情
報
は
社
頭
な
ら
び
に

神
社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

笠間稲荷神社公式ホームページ

http://www.kasama.or.jp/

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
ご
報
告
と

感
染
拡
大
防
止
対
策
協
力
の
お
願
い

令
和
二
年

十
一
月	

二
十
三
日	

	

献
穀
献
繭
祭
　
招
待
規
模
縮
小
・
直
会

及
び
献
穀
献
繭
品
評
会
表
彰
式
中
止

十
二
月	

三
十
一
日	

師
走
の
大
祓
　
直
会
中
止

令
和
三
年

二
月	

二
日	

節
分
追
儺
式
　
神
職
の
み
で
斎
行

	
	

撒
豆
行
事
中
止

二
月	

十
四
日	

初
穂
講
大
祭
　
招
待
規
模
縮
小
・
直
会
中
止

三
月	

下
旬	

絵
馬
祭
・
絵
馬
回
収
行
列
・
絵
馬
コ
ン
ク
ー
ル
中
止

四
月	

九
日	

	

例
大
祭
　
献
香
・
献
茶
・
献
華
・
野
点
の

奉
仕
中
止
　
直
会
中
止

五
月	

十
日	

	

御
田
植
祭
　
招
待
規
模
縮
小
・
直
会
中
止
・

歌
姫
の
奉
仕
中
止
・
舞
姫
は
奉
告
祭
（
社

殿
）
に
て
奉
仕

五
月	

十
七
日	

本
宮
祭
　
直
会
中
止

	

～
十
九
日	

六
月	

三
十
日	

夏
越
の
大
祓
　
直
会
・
蕎
麦
の
振
る
舞
い
中
止

九
月	

二
十
三
日	

小
笠
原
流
三
三
九
手
挟
式
中
止

十
月	

二
十
一
日	

尚
歯
祭
　
招
待
中
止

十
月	

二
十
三
日
～	

笠
間
の
菊
ま
つ
り
　
規
模
縮
小

十
月	

二
十
八
日	

講
社
大
祭
　
斎
行
見
送
り

・
手
水
舎
の
柄
杓
撤
去

・
各
所
に
手
指
消
毒
液
の
設
置

・
祈
祷
受
付
所
・
授
与
所
に
飛
沫
防
止
シ
ー
ト
を
設
置

・
職
員
マ
ス
ク
着
用
に
て
奉
仕

・�

来
社
時
マ
ス
ク
着
用
協
力
及
び
最
少
人
数
で
の
ご
来
社

協
力
の
呼
び
か
け

・
崇
敬
者
用
下
足
箱
の
使
用
中
止

・
祈
祷
待
合
室
ス
ペ
ー
ス
拡
大

・
拝
殿
内
の
崇
敬
者
着
席
ス
ペ
ー
ス
拡
大

・
祈
祷
後
の
御
神
酒
提
供
、
直
会
膳
提
供
の
中
止

・
建
物
内
換
気
の
励
行

・
境
内
喫
煙
所
（
灰
皿
設
置
場
所
）
の
縮
小

・
間
隔
を
空
け
た
参
道
待
機
列
用
シ
ー
ル
貼
付

・�

御
朱
印
直
接
記
帳
の
停
止
、
御
朱
印
紙
頒
布
対
応
　
　

（
正
月
及
び
混
雑
時
）

▲ 拝殿・崇敬者控え室他社務所内及び回廊
臨時授与所等抗ウイルス抗菌コート・キ
ノシールド施工（令和2年12月）

▲ 飛沫防止シートを設置し、マスク・
手袋着用にて奉仕する回廊おみく
じ所、御守り授与所（令和3年正月）

公式インスタグラム

Kasamainari.official 
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皆さまに安全に御祈祷をお受けいただく為、
以下の感染症予防対策にご理解をお願いいたします

●体調不良、風邪、発熱症状（37．5度以上）及び下記の症状に該当する方はご来社をご遠慮ください。
　【咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛みや結膜の充血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐】
● 新型コロナウイルス陽性とされた方との濃厚接触がある場合、同居家族や身近な知人に感染が疑われる方
がいる場合、ご来社をご遠慮ください。またできる限り少人数でのご来社にご理解をお願いいたします。
● 各所に設置の手指消毒液をご利用いただき、控え室、拝殿内ではマスクを着用し、大声での会話はお控え
ください。
● 正月三が日、土日祝日、また元旦深夜一番祈祷及び午前10時～午後1時までの御祈祷は例年混み合います。
できる限り混雑時間帯を避け、平日のご来社をご検討ください。
●混雑時間帯は密集回避のため、ご昇殿をお待ちいただく場合がございますのでご了承願います。
●玉串奉奠は斎主のみといたします。斎主にあわせてご拝礼ください。
●祈祷後の御神酒及び直会膳の提供は中止いたしております。

上記対策は状況によって変更することもございますので皆さまのご協力をお願い申し上げます。

　

令
和
四
年
の
新
春
初
祈
祷
の
事
前
申
込
み
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は 

①
直
接
来
社 

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

③
F
A
X
に
て
承
り
ま
す
の
で
御
祈
祷
希
望
日
の

二
日
前
ま
で
に
お
申
込
み
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼http://w

w
w
.kasam

a.or.jp/

　

F
A
X
▼
〇
二
九
六
―
七
三
―
〇
〇
〇
二

◀ホーム
　ページ

◆
祈
祷
時
間
◆

一
月　

一
日　

午
前
〇
時
～
午
前
五
時

　
　
　
　
　
　

午
前
七
時
～
午
後
五
時

二
日
、
三
日　

午
前
八
時
～
午
後
五
時

四
日
以
降　
　

午
前
八
時
～
午
後
四
時

　
※
一
時
間
ご
と
に
斎
行
し
て
お
り
ま
す

　
※�

事
前
申
込
み
済
み
の
方
も
祈
祷
開
始

の
十
五
分
前
ま
で
に
は
ご
来
社
願
い

ま
す

　
※�

当
日
の
お
申
し
込
み
は
、
混
雑
状
況

に
よ
り
次
の
祈
祷
時
間
ま
で
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
初
穂
料
◆

　
五
千
円
・
七
千
円
・
一
万
円

　
二
万
円
・
三
万
円
・
五
万
円

　
十
万
円
・
二
十
万
円
・
五
十
万
円
他

◆
お
願
い
ご
と
◆

初
穂
料
五
千
円
よ
り

•

五
穀
豊
穣

　•

病
気
平
癒

•

家
内
安
全

　•

開
運
招
福

•

商
売
繁
栄

　•

身
体
健
全

•

交
通
安
全

　•

学
徳
成
就

•

厄
除

　
　
　•

合
格
祈
願

•

方
位
除

　
　•

就
職
祈
願

•

心
願
成
就

　•

良
縁
成
就

•

安
産
祈
願

　•

工
場
安
全

•

工
事
安
全

　•

海
上
安
全

•

大
漁
満
足

　•

町
内
安
全

•

旅
行
安
全

　•

酒
造
繁
栄

•

養
蚕
繁
栄

　•

講
中
安
全

•

社
運
隆
昌

　•

御
礼

　
他

初
穂
料
七
千
円
よ
り

•
初
宮
詣

　
　•

七
五
三
詣

•
家
内
・
商
売
・
交
通

•

家
内
・
交
通

•

商
売
・
交
通

　

当
社
東
京
別
社
で
は
令
和
四
年

正
月
祈
祷
の
事
前
申
込
み
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
①
直
接
来
社 

②

電
話 

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
承
っ
て
お
り

ま
す
。

電
話
▼
〇
三
―

三
六
六
六
―

七
四
九
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
▼
〇
三
―

三
六
六
六
―

七
四
三
八

※�

事
前
申
込
み
を
さ
れ
た
場
合
で
も
、

体
調
の
優
れ
な
い
方
、
発
熱
症
状
の

あ
る
方
は
ご
来
社
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
ご
予
約
日
の
変
更
を
承
り
ま
す
。

※�

ご
来
社
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
消
毒
液
の
利
用
等
感
染
症
予
防
対

策
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

混
雑
時
間
帯
は
密
集
を
避
け
る
た
め

少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

東
京
別
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

鎮
座
地
：
中
央
区
日
本
橋
浜
町
二
―
十
一
―
六

お問い合わせ先
☎ 03-3666-7498

正
月
祈
祷
の
ご
案
内

令
和
四
年
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笠
間
稲
荷
神
社
日
誌

令
和
三
年

◆
一
月

一
日	

歳
旦
祭

	

茨
城
日
産
自
動
車
㈱

	

髙
梨
講

	

野
尻
笠
間
講

	

八
千
代
講

	

赤
坂
講

二
日	

海
上
芋
苗
組
合

三
日	

元
始
祭

	

小
松
稲
荷
講

四
日	

㈱
サ
ン
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

	

下
野
小
山
須
賀
笠
間
稲
荷
講

五
日	

釿
始
祭

	

明
誠
講

	

井
沼
方
講

	

野
田
市
信
栄
講

	

根
崎
解
体
工
事
㈱

六
日	

JR
水
戸
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
㈱

七
日	

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

八
日	

A
L
S
O
K
茨
城 

㈱

	

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
茨
城
主
管
支
店

十
日	

初
事
比
羅
祭

	

穂
波
会

	

キ
ャ
ラ
エ
ー
ピ
ー
㈱

十
四
日	

尖
閣
諸
島
安
全
祈
願
祭

十
五
日	

古
札
炎
上
祭

	

㈲
秋
田
土
木

十
六
日	

初
甲
子
祭

十
八
日	

正
徳
講

	

幸
手
講

二
十
二
日	

御
本
殿
畳
奉
納
奉
告
祭

	

堀
の
内
組

二
十
四
日	

都
賀
町
講

二
十
五
日	

初
天
神
祭

二
十
六
日	

野
中
組
稲
荷
講

	

東
宝
珠
花
上
町
講

	
下
三
ヶ
尾
笠
間
講

二
十
七
日	
笠
間
稲
荷
門
前
講

二
十
八
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭

二
十
九
日	

山
髙
野
講

三
十
日	

㈱
ナ
テ
ッ
ク

三
十
一
日	

麻
生
笠
間
講

	

太
木
講

◆
二
月

一
日	

弥
栄
講

二
日	

節
分
追
儺
式

	

笠
間
友
部
街
商
組
合

三
日	

初
午
大
祭

	

川
上
実
行
組
合

	

並
木
町
笠
間
講

	

取
手
市
機
械
工
業
会

	

網
戸
中
宿
稲
荷
講

四
日	

森
ノ
根
稲
荷
講

五
日	

船
形
観
光
友
の
会

	

大
山
笠
間
講

七
日	

北
方
領
土
返
還
祈
願
祭

	

野
田
市
蕃
昌
笠
間
稲
荷
講

八
日	

針
供
養
祭

十
一
日	

紀
元
祭

十
二
日	

旧
大
祓
式

十
三
日	

旧
歳
旦
祭

十
四
日	

祈
年
祭
・
初
穂
講
大
祭

	

中
峰
笠
間
講

十
五
日	

豊
田
稲
荷
講

二
十
一
日	

船
形
笠
間
稲
荷
講

二
十
二
日	

竹
島
返
還
祈
願
祭

	

大
相
模
笠
間
講

二
十
三
日	

天
長
祭

	

柏
市
元
町
稲
荷
講

二
十
四
日	

旭
市
奉
賛
会

二
十
八
日	

下
落
合
笠
間
稲
荷
講

赤
字
⋮
祭
典
　
　
緑
字
⋮
行
事

青
字
⋮
結
婚
式

黒
字
⋮
講
中
参
拝
・
正
式
参
拝
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◆
三
月

一
日	
茨
城
ア
ス
ト
ロ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
必
勝
祈
願

六
日	

心
和
講

十
一
日	

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭

十
二
日	

当
社
責
任
役
員
会
・
総
代
会

十
七
日	

甲
子
祭

	

柳
沢
胡
桃
下
稲
荷
講

二
十
日	

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

	

絵
馬
炎
上
祭

二
十
三
日	

旧
初
午
大
祭

	

向
町
笠
間
講

◆
四
月

一
日	

新
入
職
員
入
社
奉
告
祭

	

新
入
職
員
入
社
式

三
日	

神
武
天
皇
祭
遙
拝
式

九
日	

例
大
祭

十
一
日	

東
京
笠
間
講

十
六
日	

サ
カ
イ
会
祈
願
会

十
八
日	

東
京
紋
三
郎
講

二
十
二
日	

東
京
笠
間
報
恩
講

二
十
九
日	

昭
和
祭

◆
五
月

十
日	

御
田
植
祭
奉
告
祭

	

御
田
植
祭

十
六
日	

甲
子
祭

	

小
鹿
野
笠
間
講

十
七
日
〜
十
九
日
　
本
宮
祭

三
十
日	

植
樹
祭

◆
六
月

六
日	

長
江
建
材
工
業
㈱

	

東
京
あ
づ
ま
講

十
六
日	

初
雁
工
業
㈱
笠
間
稲
荷
講

二
十
三
日	

水
神
講

二
十
六
日
〜
二
十
七
日
　
車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

三
十
日	

夏
越
大
祓
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
奉
告
祭

	

大
祓
式

◆
七
月

三
日	

東
京
胡
桃
講

四
日	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

十
四
日	
当
社
責
任
役
員
会
・
総
代
会

十
五
日	

甲
子
祭

十
七
日	

結
婚
式
　
中
島
家
・
宮
﨑
家

二
十
日	

茨
城
県
神
社
庁
西
茨
城
支
部
総
会

◆
八
月

一
日	

本
社
御
田
植
祭

	

事
比
羅
祭

	

末
社
祭

六
日
〜
九
日
　
献
燈
祭

七
日	

旧
大
祓
式

◆
九
月

十
日	

抜
穗
祭

十
三
日	

甲
子
祭

十
九
日	

結
婚
式
　
大
作
家
・
生
井
家

二
十
一
日	

中
秋
祭

二
十
三
日	

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

自
転
車
置
き
場
設
置
の
ご
案
内

　
令
和
三
年
九
月
二
十
日
、
当
社
楼
門
前
に
自
転

車
置
き
場
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
自
転
車
に
て

ご
参
拝
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
駐
輪
数
八
台
）

※�駐輪数には限りがあります。所定の
場所以外への駐輪はお控えください。
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　笠間稲荷神社の周りには古くからご参拝の皆さまに親しまれてきた土産物店や神具店、おせんべいや
おまんじゅうを手作りしているお店、地域の生活を支えるお店など多くの素敵なお店があります。
　今号より、神社周辺の素敵なお店を神社職員が訪ねて、お店のイチオシを皆さまにご紹介いたします。
　第1回目は、神社にいちばん近いお店、仲見世の「玉起屋」さんと「丸井」さんです。

　神様のおまつりに必要なもの、美味しいもの、旅の思い出に残るもの、
元気が出るもの、心が安らぐもの、どちらのお店にもたくさん並んで

います。ご参拝の折にはぜひお立ち寄りください。

ご案内
笠間稲荷神社

﹁
松
緑
﹂㈱
笹
目
宗
兵
衛
商
店 

﹁
郷
乃
誉
﹂須
藤
本
家
㈱

﹁
稲
里
正
宗
﹂磯
蔵
酒
造
㈲ 

﹁
副
将
軍
﹂明
利
酒
類
㈱

﹁
一
品
﹂吉
久
保
酒
造
㈱ 

﹁
月
の
井
﹂㈱
月
の
井
酒
造
店

﹁
武
勇
﹂㈱
武
勇 

﹁
府
中
誉
﹂府
中
誉
㈱

﹁
剛
烈
﹂㈾
剛
烈
富
永
酒
造
店 

﹁
家
久
長
﹂㈱
家
久
長
本
店

﹁
久
慈
の
山
﹂根
本
酒
造
㈱ 

﹁
日
の
出
鶴
﹂㈾
井
坂
酒
造
店

﹁
恵
泉
﹂嶋
﨑
酒
造
㈱ 

﹁
富
久
心
﹂㈾
椎
名
酒
造
店

﹁
白
鹿
﹂石
岡
酒
造
㈱ 

﹁
白
菊
﹂㈾
廣
瀬
商
店

﹁
公
明
﹂村
井
醸
造
㈱ 

﹁
来
福
﹂来
福
酒
造
㈱

﹁
一
人
娘
﹂㈱
山
中
酒
造
店 

﹁
京
の
夢
﹂㈱
竹
村
酒
造
店

﹁
稲
の
盛
﹂浅
川
酒
造
㈱ 

﹁
徳
正
宗
﹂萩
原
酒
造
㈱

郵送による御祈祷のご案内
　当社では、ご遠方にお住まいの方や諸事情によりご来社が叶わない
方、また新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み御祈祷札の郵送を
承っております。以下の方法でお申込みください。

申込方法①

当社ホームページの御祈祷申込みフォームに必要事項をご入力ください。
その際、祈祷方法は【郵送】をご選択ください。
御祈祷料と送料を現金書留または銀行振込にてご送金ください。

※ 申込み完了時に自動返信メールが送信されます。受信制限やメールアドレスの入力間違いにご注
意ください。

※申込み内容に不明な点がある場合、神社より確認のお電話をいたします。

申込方法②
インターネットのご利用が難しい場合は、以下の必要事項を紙に記入し、御祈祷料・送料
と共に現金書留に同封し、ご送付ください。
必要事項［�お願いごと・お名前（ふりがな）・初穂料・送付先住所・電話番号・生年月日］

送　　　料 御神札1体：600円、同一送付先2～4体：1,000円、5体以上：1,500円

現金書留送付先 〒309-1611�茨城県笠間市笠間1番地　笠間稲荷神社社務所　宛　　℡0296-73-0001

※銀行振込先口座はホームページをご確認ください。

現金書留到着また銀行振込入金確認後、速やかに御祈祷申し上げ御神札を送付いたします。
なお、令和 4年新春初祈祷をお申込の場合は平常時よりも御神札のお届けに時間がかかる場合がございます。
また状況によって御神札の到着日指定のご希望には添えない場合もございますのでご了承ください。

詳しくは当社ホームページを
ご覧下さい➡

胡
床
、
舞
装
束
、
几
帳
等
多
種
に
亘
り
受
け
付

け
て
お
り
ま
す

「風鈴棚」
有限会社　明治屋�殿

奉
納
募
集

　

当
社
で
は
威
儀
物
や
祭
典
に
用
い
ら
れ
る
祭

具
の
ご
奉
納
を
お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
頂
け
る
方
は
笠
間
稲
荷
神
社
社
務
所

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ご

奉
納
頂
き
ま
し
た
ご
崇
敬
者
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

献
酒
御
礼

　

四
月
九
日
の
当
社
例
大
祭
に
併
せ
て
、
献
酒
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
県
内
の
酒
造
家
の
皆
様
よ
り
御
献
酒
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
、
こ
こ
に
御
芳
名
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
順
不
同
）

◎
奉
納
者
芳
名

9



　笠間稲荷神社の周りには古くからご参拝の皆さまに親しまれてきた土産物店や神具店、おせんべいや
おまんじゅうを手作りしているお店、地域の生活を支えるお店など多くの素敵なお店があります。
　今号より、神社周辺の素敵なお店を神社職員が訪ねて、お店のイチオシを皆さまにご紹介いたします。
　第1回目は、神社にいちばん近いお店、仲見世の「玉起屋」さんと「丸井」さんです。

　神様のおまつりに必要なもの、美味しいもの、旅の思い出に残るもの、
元気が出るもの、心が安らぐもの、どちらのお店にもたくさん並んで

います。ご参拝の折にはぜひお立ち寄りください。

10



　

初
詣
は

三
が
日
・
小
正
月
に

　
　

こ
だ
わ
ら
ず

初
詣
と
は
、
簡
単
に
言
う
と

﹁
年
が
明
け
て
初
め
て
参
拝
す
る
こ
と
﹂。

何
日
ま
で
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
﹁
密
﹂
が
予
想
さ
れ
る

お
正
月
三
が
日
は
な
る
べ
く
避
け
て

ご
自
身
の
体
調
と
都
合
の
よ
い
と
き
に

お
参
り
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ク
の
着
用

　

こ
ま
め
な
消
毒
を

　
　

お
願
い
し
ま
す

当
社
も
感
染
防
止
の
為
の
対
策
を

と
っ
て
お
り
ま
す
が
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め
な
消
毒
、

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
の
参
拝
自
粛
等

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も

感
染
防
止
の
正
し
い
理
解
と

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
た

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

左
右
に
分
か
れ

　

間
隔
を
あ
け
て

　
　

並
び
ま
し
ょ
う

参
拝
の
方
が
多
い
、
特
に
正
月
に
は

拝
殿
の
正
面
に
だ
け
列
が
で
き
て
い
る

光
景
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

神
社
の
正
面
真
ん
中
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

左
右
に
拡
が
り
参
拝
い
た
だ
け
れ
ば

み
ん
な
が
密
を
避
け
ら
れ
ま
す
。

周
囲
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て

ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

新
し
い
お
札

　

御
守
は
早
め
に

　
　

受
け
ま
し
ょ
う

伊
勢
神
宮
の
お
神
札
で
あ
る

神
宮
大
麻
は
、
毎
年
年
末
に

全
国
の
神
社
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
若
干
異
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
神
社
で
は
12
月
に
は

授
与
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

年
越
し
に
向
け
て
人
が
増
え
る
前
に

お
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

混
雑
す
る
時
期

　

時
間
帯
を

　
　

避
け
ま
し
ょ
う

年
を
越
す
深
夜
と
、
正
月
三
が
日
の

特
に
お
昼
に
近
い
時
間
帯
に

神
社
は
混
雑
し
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
平
日
、
ま
た
は

休
日
な
ら
朝
方
か
夕
方
の
参
拝
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

次
の
人
の
こ
と
を
考
え
て
滞
在
時
間
も

い
つ
も
よ
り
短
く
し
た
い
で
す
ね
。
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